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芥川龍之介 



「用と 言う ほどの 用 じ やない が、 今夜の 手 はず も、 ま 

だ 聞かない からな。」 

「なに、 手 はずに 変わりが ある もの かね。 集まる の は 

羅生門、 刻限 は 1^ スの 上刻 —— みんな 昔から、 きまって 

いると おりさ。」 

老婆 は、 こう 言って、 わるがしこ そうに、 じろ じろ 

左右 をみ まわした が、 人通りの ない のに 安心した のか 

また、 厚い くちびる をち よいと なめて、 

「家内の 様子 は、 たいてい 娘が 探って 来たそう だよ。 

それ も、 侍た ちの 中には、 手の きく やつが いるまい と 

いう 事 さ。 詳しい話 は、 今夜 娘が する だろう がね。」 



も 同じ 事 を 繰り返して ゆく のであろう。 そう 思えば、 

都 も 昔の 都なら、 自分 も 昔の 自分で ある。 …… 

いのくま ばくぜん 

猪 熊のば ばの 心の中に は、 こういう 考えが、 漠然と 

ながら、 浮かんで 来た。 その さびしい 心 もちに、 つま 

された のであろう、 丸い 目が やさしく なって、 蟇の よ 

うな 顔の 肉が、 いつのまにか、 ゆるんで 来る。 —— と、 

また 急に、 老婆 は、 生き生きと、 しわ だらけの 顔 をに 

かえるまた つえ 

やっかせ て、 蛙股の 杖の はこび を、 前よりも 急がせ 始 

めた。 

それ も、 その はずで ある。 四 五 間 先に、 道と すすき 

原と を (これ も、 元は たれ かの 広 庭であった のか もし 



れ ない。) 隔てる、 くずれ かかった 築 土が あって、 その 

中に、 盛り をす ぎた 合歓の 木が 二三 本、 こけの 色の 日 

に 焼けた 瓦 の 上に、 ほほけ た、 赤い 花 をたら している。 

それ を 空に、 枯れ 竹の 柱 を 四す みへ 立てて、 古む しろ 

の 壁 を 下げた、 怪しげな 小屋が 一 つ、 しょんぼり とか 

けて ある。 —— 場所と 言い、 様子と 言い、 中には、 こ 

じきで も 住んで いるら しい。 

別して、 老婆の 目 を ひいた の は、 その 小屋の 前に、 

腕 を 組んで たたずんだ、 十七 八の 若侍で、 これ は、 朽 

くろ ざ や た ち 

ち 葉 色の 水 干に 黒 鞘の 太刀 を 横たえた のが、 どういう 

わけ か、 しさいら しく、 小屋の 中 をの ぞいて いる。 そ 



ている。 それ も、 肌 をお おうもの は、 腰の あたりに か 

かざみ 

けて ある、 麻の 汗衫ー つぎり で、 ほとんど 裸と 変わり 

ちうみ 

がない。 見る と、 その 胸 や 腹 は、 指で 押しても、 血膿 

に まじった、 水が どろ リと 流れそう に、 黄い ろくなめ 

ら かに、 むくんで いる。 ことに、 むしろの 裂け目から ■ 

てんぴ 

天日の さしこんだ 所で 見る と、 わきの 下 や 首の つけ 根 

あんず まだら 

に、 ちょうど 腐った 杏の ような、 どす 黒い 斑が あつ 

て、 そこから なんとも 言いよう のない、 異様な 臭気が ■ 

もれる らしい。 

枕 もとに は、 縁の 欠けた 土器が たった 一 つ (底に 飯 

粒が へばりつ いている ところ を 見る と、 元は 粥で も 入 



れ たもので あろう。) 捨てた ように 置いて あって、 たれ 

む どろ 

がしたい たずら か、 その 中に 五つ 六つ、 泥 だらけの 石 

ころが 行儀よ く 積んで ある。 しかも、 そのまん 中に、 

花 も 葉 も ひからびた、 合歓 を 一枝 立てた の は、 おおか 

たかつき しきし こころば 

た 高坏へ 添える 色紙の、 心 葉 を まねた ものであろう。 

い のく ま 

それ を 見る と、 気丈な 猪 熊のば ば も、 さすがに 顔 を 

せつな 

しかめて、 あとへ さがった。 そうして、 その 刹那に、 

な 力む し し カレ 

突然 さっきの 蛇 の 死骸 を 思い浮かべた。 

え やみ 

「なんだ え。 これ は。 疫病に かかって いる 人 じ やない 

か。」 

「そうさ。 とてもい けない というので、 どこか この 近 



せき やま へいろく 

だ。 関 山の 平 六へ は、 お前さんに、 言づけ を 頼もう か 

ね。」 

いのくま つえ 

こう 言う うちに、 猪 熊のば ば は、 杖に すがって、 も 

う 二足 三 足 歩いて いる。 

「ああ、 行っても いい。」 

次郎 もよう やく、 病人の 小屋 を あとに して、 老婆と 

肩 を 並べながら、 ぶ ら ぶ ら 炎天の 往来 を 歩き だした。 

さしよ く 

「あんな もの を 見たん で、 すっかり 気色が わるくな つ 

てし まった よ。」 

おおぎ よ -っ 

老婆 は、 大仰に 顔をしかめながら、 

うち 

「 —— ええと、 平 六の 家 は、 お前さん も 知っている だ 



ろう。 これ を まっすぐに 行って、 立 本 寺の 門 を 左へ 切 

れ ると、 藤 判官の 屋敷が ある。 あの 一 町ば かリ先 さ。 

ついで だから、 屋敷の まわりで もま わって、 今夜の 下 

見 をして おおきよ。」 

「なにわた しも、 始めから そのつ もりで、 こっちへ 出 

て 来たの さ。」 

「そうかえ、 それ はお 前さん にして は、 気が きいた ね- 

お 前さん のにい さんの 御面相 じ や、 一 つ 間違う と、 向 

こうに けどられ そうで、 下見に 行っても、 もらえない 

が、 お前さんなら、 大丈夫 だよ。」 

「かわいそうに、 兄き もおば ばの 口に かかつ ちゃ、 か 



なわない ね。」 

「なに、 わたしなん ぞ はいちばん、 あの人の 事 をよ く 

言って いる ほう さ。 おじいさんなん ぞと 来たら、 お前 

さんに も 話せない ような 事 を、 言って いる わね。」 

「それ は、 あの 事が あるから さ。」 

「あつたって、 お前さんの 悪口 は、 言わない じ やない 

ゝ _ 

力 」 

「じ やおお かた、 わたし は 子供扱いに されて いるんだ 

ろう。」 

二人 は、 こんな 閑談 を かわしながら、 狭い 往来 をぶ 

ら ぶら 歩いて 行った。 歩く ごとに、 京の 町の 荒廃 は、 



三 

いのくま 

猪 熊のば ばに 別れた 太郎 は、 時々 扇で 風 を 入れな が 

す ざく おおじ 

ら、 日陰 も 選ばず、 朱 雀の 大路 を 北へ、 進まない 歩み 

を はこんだ。 —— 

日中の 往来 は、 人通り もき わめて 少ない。 栗毛の 馬 

ひら もん くら よろいび つ 

に 平 文の 鞍 を 置いて またがった 武士が 一人、 鎧櫃を 

ちょうどが あやいが さ 

荷なった 調度 掛け を 従えながら、 綾藺 笠に 日 をよ けて、 

ゆうゆ-つ つばく ら 

悠々 と 通った あとに は、 ただ、 せわしない 燕が、 白 

い 腹 を ひらめかせて、 時々、 往来の 砂 を かすめる ばか 

いたぶき ひわだぶき 

り、 板葺、 檜 皮葺の 屋根の 向こうに、 むらがつ ている 



ぐ も と 

ひでり 雲 も、 さっきから、 凝 然と、 金銀 銅 鉄を熔 かし 

たま ま、 小 ゆるぎ をす るけ しき はない。 まして、 両側 

に 建て 続いた 家々 は、 いずれも しんと 静まり返って、 

いた じと み かます だれ 

そ の 板 薪 や 蒲 簾 の 後ろで は、 町 じゅうの 人が ， J と) J 

とく、 死に絶えて しまった かとさえ 疑われる。 —— 

いのくま しゃきん 

猪 熊 のばば の 言 つたよう に、 沙金を 次郎に 奪われる 

という 恐れ は、 ようやく 目の前に 迫って 来た。 あの 女 

が、 —— 現在 養父に さえ、 身 を 任せた あの 女が、 あば 

たの ある、 片目の、 醜い おれ を、 日に こそ 焼けて いる 

が 目鼻立ち の 整った、 若い 弟に 見 かえるの は、 もとよ 



とりとめのない 考えに 沈んで いる 太郎に は、 車の 金具 

の、 まば ゆく 日に 光った のが、 わずかに 目に はいった 

だけで ある。 

彼 は、 しばらく 足 をと めて、 車 を 通り こさせてから 

また 片目 を 地に 伏せて、 黙々 と 歩き はじめた。 —— 

ひとや ぼう めん 

(おれが 右の 獄 の 放免 をして いた 時の 事 を 思えば、 

今では、 遠い昔の ような、 心 もちが する。 あの 時のお 

れと 今の おれと を 比べれば、 おれ 自身に さえ、 同じ 人 

間の ような 気 はしない。 あの ころの おれ は、 三宝 を 敬 

う 事 も 忘れなければ、 王法に したがう 事 も 怠らな か つ 



たかつき 二ぎ かも リ 

高坏 を、 所 狭く 置きなら ベて、 二人ぎ りの 小 酒 盛 をす 

る。 その あげくが、 笑ったり、 泣いたり、 けんか をし 

たり、 仲直り をしたり —— 言わば、 世間並みの 恋人 ど 

うしが、 する ような 事 をして、 いつでも 夜 を 明かした- 

日の 暮れに 来て、 夜の ひき 明け方に 帰る。 —— あれ 

ひと つき 

が、 それでも 一月 は 続いたろう。 そのうちに、 おれに 

は沙 金が 猪 熊のば ばの つれ 子で ある 事、 今では 二十 何 

かしら らくちゅう 

人 かの 盗人の 頭に なって、 時々 洛中 を さわがせ てい 

くぐつ 

る 事、 そうして また、 日ごろ は 容色 を 売って、 傀儡 同 

様な 暮らし をして いる 事 —— そういう 事が、 だんだん 

わかって 来た。 が、 それ は、 かえって あの 女に、 双紙 



の 中の 人間め いた、 不思議な 円光 を かける ばかりで、 

少しも 卑しい などと いう 気 は 起こさせない。 無論、 あ 

の 女 は、 時々 おれに、 いっそ 仲間へ はいれと 言う。 が、 

おれ はいつ も、 承知し ない。 すると、 あの 女 は、 おれ 

の 事 を 臆病 だと 言って、 ばかにする。 おれ はよ くそ 

れで、 腹 を 立てた。 ) 

「はい、 はい」 と 馬 をし かる 声が する。 太郎 は、 あわ 

てて、 道 をよ けた。 

米俵 を 二 俵ず つ、 左右へ 積んだ 馬 を ひいて、 汗衫ー 

つの 下衆が、 三条坊 門の 辻 を 曲がりながら、 汗 も ふか 



ずに、 炎天の 大路 を 南へ 下って 来る。 その 馬の 影が、 

黒く 地面に 焼きつ いた 上 を、 燕 が 一 羽、 ひらり 羽根 

を 光らせて、 すじかいに、 空へ 舞い上がった。 と 思う 

と、 それが また 礫 を 投げる ように、 落として 来て、 太 

いたび さし 

郎の 鼻の 先 を 一文字に、 向こうの 板 庇の 下へ はいる。 

太郎 は、 歩きながら、 思い出し たように、 はたはた 

きがみ 

と、 黄 紙の 扇 を 使った。 —— 

(そういう 月日が、 続く ともなく 続く うちに、 おれ は- 

偶然 あの 女と 養父との 関係に、 気がついた。 もっとも 

おれ 一人が、 沙金を 自由にす る 男で ない という 事 も、 



ない。 そこで、 おれと 養父と は、 きょうが きようまで- 

互いに にらみ 合いながら、 何事もなく すぎて 来た。 も 

しあのお じじに もう 少し、 勇気が あったなら、 —— い 

や、 おれに もう 少し、 勇気が あったなら、 おれたち は 

とうの 昔、 どちら か 死んで いた 事であろう。 ：：： ) 

みみと がわ 

頭 を 上げる と、 太郎 はいつ か ニ条を 折れて、 耳敏川 

に またがつ ている、 小さい 橋に かかって いた。 水の か 

れた川 は、 細いながら も、 焼き 太刀の ように、 日 を 反 

はやな ぎ 

射して、 絶えて は つづく 葉 柳と 家々 との 間に、 かすか 

なせ せらぎ の 音を立て ている。 その 川の はるか 下に、 



黒い ものが 二つ 三つ、 鵜の 鳥 かと 思うよう に、 流れの 

光 を 乱して いるの は、 おおかた 町の 子供た ちが、 水で 

も 浴びて いるので あろう。 

太郎の 心に は、 一瞬の 間、 幼かった 昔の 記憶が、 I 

I 弟と いっしょに、 五条の 橋の 下で、 脆 を 釣った 昔の 

記憶が、 この 炎天に 通う 微風の ように、 かなしく、 な 

つかしく、 返って 来た。 が、 彼 も 弟 も、 今 は 昔の 彼ら 

ではない。 

太郎 は、 橋 を 渡りながら、 うすい あばたの ある 顔に、 

また 険しい 色 を ひらめかせた。 —— 



(すると、 突然 ある 日、 そのころ 筑 後の 前 司の 小 舎 人 

ひとや 

になって いた 弟が、 盗人の 疑い を かけられて、 左の 獄 

ほ-つめん 

へ 入れられ たという 知らせが 来た。 放免 をして いるお 

れに は、 獄中の 苦し さが、 たれよりも よく、 わかって 

いる。 おれ は、 まだ 筋骨の かたまらない 弟の 身の上 を、 

しゃきん 

自分の 事の ように、 心配した。 そこで、 沙 金に 相談す 

ると、 あの 女 はさ も わけが なさそう に、 「牢を 破れば い 

いのくま 

いじ やない の」 と言う。 かたわらにいた 猪 熊のば ば も、 

しきりに それ をす すめて くれる。 おれ は、 とうとう 覚 

悟 をき めて、 沙金 といつ しょに、 五六 人の 盗人 を 語り 

ひとや 

集めた。 そうして、 その 夜のう ちに、 獄を さわがして、 



なら、 一日 も 長く 生きて いよう。 そう 思った おれ は、 

とうとう 沙 金の 言うな りに な つ て、 弟と い つ しょに 盗 

人の 仲間入り をした。 それから のおれ は、 火 もっける。 

人 も 殺す。 悪事と いう 悪事で、 なに 一 つし なかった も 

の はない。 もちろん、 それ も 始めは、 いやいやした。 

ぞうさ 

が、 してみ ると、 意外に 造作がない。 おれ はいつ のま 

にか、 悪事 を 働く のが、 人間の 自然 かもしれ ない と 思 

、 、いこ ；； ：-,, こ。 ) 

太郎 は、 半ば 無意識に 辻 を まがった。 辻に は、 石で 

どまんじゅう 

まわり を 積んだ 一 囲いの 土饅頭が あって、 その上に 



い。 が、 次郎 との 仲 は、 別で ある。 

おれと 弟と は、 気 だてが 変わって いるよう で、 実は 

見かけ ほど、 変わって いない。 もっとも 顔 かたち は、 

まえ もが さ 

七 八 年 前の 痘瘡が、 おれに は 重く、 弟に は 軽かった の 

で、 次郎 は、 生まれついた 眉目 を そのままに、 うつく 

しい 男に なった が、 おれ は そのために 片目つ ぶれた、 

生まれ もっかない 不具に なった。 その 醜い、 片目のお 

れが、 今まで 沙 金の 心 を 捕えて いたと すれば、 (これ も、 

おれの うぬぼれだろう か。) それ はおれの 魂の 力に 相 

違ない。 そうして、 その 魂 は、 同じ 親から 生まれた 弟 

も、 おれに 変わりなく 持って いる。 しかも、 弟 は、 た 



は、 無理 もない。 が、 無理がない だけ、 それだけ、 お 

れには 苦痛で ある。 弟 は、 沙金を おれから 奪おうと す 

る。 —— それ も、 沙 金の 全部 を、 おれから 奪おうと す 

る。 いっか は、 そうして 必ず。 ああ、 おれの 失う の は、 

ひと リ沙 金ば かりで はない。 弟 も いっしょに 失う の だ。 

かたき 

そうして、 そのかわりに、 次郎 と言う 名の 敵が できる。 

かたき かたき 

—— おれ は、 敵に は 用捨し ない。 敵 も、 おれに 用捨 

はしないだろう。 そう なれば、 落ち着く ところ は、 今 

から あらかじめ わかって いる。 弟 を 殺す か、 おれが 殺 

される か。 …… ) 



れ たような 心 もちが した。 そうして、 思わず 下く ちび 

る を 堅く かんだ。 —— 

しゃきん 

「ことに、 このごろ は、 沙金も おれ を 避けて いる。 た 

まに 会っても、 いい 顔 をした 事 は、 一度 もない。 時々 

めん あっこう 

はおれに 面と向かって、 悪口 さえきく 事が ある。 おれ 

は そのたび に 腹 を 立てた。 打った 事 も ある。 蹴った 事 

も ある。 が、 打って いるう ちに、 蹴って いるう ちに、 

おれ はいつ でも、 おれ 自身 を 折檻して いるよう な 心 も 

ちがした。 それ も 無理 はない。 おれの 二十 年の 生涯， - 

は、 沙 金の あの 目の 中に 宿って いる。 だから 沙金を 失 

うの は、 今までの おれ を 失う のと、 変わり はない。 



沙金を 失い、 弟 を 失い、 そうして それと ともに おれ 

自身 を 失って しまう。 おれ はすべ て を 失う 時が 来たの 

かもしれ ない。 …… ) 

い のく ま 

そう 思う うちに、 彼 は、 もう 猪 熊のば ばの 家の、 白 

しびと 

い 布 を ぶら下げた 戸口へ 来た。 まだ ここまで も、 死人 

のにお いは、 伝わって 来る が、 戸口の かたわらに、 暗 

い 緑の 葉 を たれた 枇杷が あって、 その 影が わずかな が 

ら、 涼しく 窓に 落ちて いる。 この 木の 下 を、 この 戸口 

へ はいった 事 は、 何度 あるか わからない。 が、 これ か 

らは？ 



く、 自分 を あしらった。 そうして、 沙 金に 会う と、 I 

I 今度 は 自分が、 せっかくの 決心 を 忘れて しまう。 が、 

そのたび に、 自分 は どのくらい、 自分自身 を 責めた 事 

であろう。 

しかし、 兄に は、 自分の この 苦しみが わからない。 

かたき 

ただいちずに、 自分 を、 恋の 敵 だと 思って いる。 自分 

は、 兄に ののしられても いい。 顔に つばき されても い 

い。 あるいは 場合によって は、 殺されても いい。 が、 

自分が、 どのくらい 自分の 不義 を 憎んで いるか、 どの 

くらい 兄に 同情して いるか、 それだけ は、 察して いて 

もらいたい。 その上で ならば、 どんな 死に ざま をす る 



した。 幸い、 ここに は 門の 外に、 ただ 一本、 細い 幹 を 

くねらした、 赤松の 影が 落ちて いる。 

「あれ は、 藤 判官の 所の 侍な の。」 

沙金 は、 石段の 上に 腰をおろす かおろ さない のに、 

いちめ がさ 

巿女笠 をぬ いで、 こう 言った。 小柄な、 手足の 動かし 

ねこ びんしょう ちゅうにく 

方に 猫の ような 敏捷 さが ある、 中肉の、 二十 五六の 

女で ある。 顔 は、 恐ろしい 野性と 異常な 美し さとが、 

一 つに なった とで もい うのであろう。 狭い 額と ゆたか 

まお 

な頰 と、 あざやかな 歯と みだらな くちびると、 鋭い 目 

お-つよう まゆ 

と 鷹揚な 眉と、 —— すべて、 一 つに なり 得そう もない 

ものが、 不思議に も 一 つに なって、 しかも そこに、 爪 



わたしの ほうで も、 少し はどうと か 思った けれど、 今 

じ やもう なんでもな いわ。」 

「そのうちに、 わたしの 事 もそう 言う 時が 来 やしない 

> _ 

力 」 

「それ は、 ど うだかわ かりやし ない。」 

しゃきん だか 

沙金 は、 またかん 高い 声で、 笑った。 

「おこった の？ じ や、 来ない つて 言いましょう か。」 

ないしん によ やしゃ 

「内心 女 夜叉 さね。 お前 は。」 

次郎 は、 顔をしかめながら、 足 もとの 石 を 拾って、 

向こうへ 投げた。 

「そり や、 女 夜叉 かもしれ ない わ。 ただ、 こんな 



女 夜叉に ほれられ たのが、 あなたの 因果 だ わね。 —— 

まだうた ぐって いるの。 じ やわた し、 もう 知らない か 

っヽヽ I 

ら レレ」 

沙金 は、 こう 言って、 しばらく じっと、 往来 を 見つ 

めて いたが、 急に 鋭い 目 を、 次郎の 上に 転じる と、 た 

ちまち 冷ややかな 微笑が、 くちびる を かすめて、 一 過 

した。 

「そんなに 疑う のなら、 いい 事 を 教えて あげましょう 

力 」 

r レ レ事, ' 

フ k;*k ；」 



が 感じられた。 まさか —— 

「まだ わからない？ そう 言って おいて、 太郎 さんに ■ 

馬 を 盗む 事 を 頼めば —— ね。 いくらなん だって、 一人 

じ やかな わないで しょう。 いえさ、 ほかの ものが 加勢 

をした つて、 知れた もの だ わ。 そうすれば、 あなた も 

わたし も、 いい じ やない の。」 

次郎 は、 全身に 水 を 浴びせられ たような 心 もちが し 

た。 

「兄き を 殺す！」 

しゃきん 

沙金 は、 扇 を もて あそびながら、 素直に うなずいた _ 

「殺しち や 悪い？」 



「I？ をす る？」 

太郎の 鋭い この ことば、 たちまち かみつく ような、 

老人の ことばで 答えられた。 

「おぬし こそ、 何 をす る。」 

「おれ か。 おれなら こうす る わ。」 

太郎 は、 瓶 子 を 投げす てて、 さらに 相手の 左の 手 を、 

女の 髪から ひき 離す と、 足 を あげて 老人 を、 遣 戸の 上 

へ 蹴倒した。 不意の 救いに 驚いた のであろう、 阿 濃 は 

あわてて、 一二 間 這いの いたが、 老人の 後へ 倒れた の 

かみ ほとけ 

を 見る と、 神仏 をお がむ ように、 太郎の 前へ 手 を 合わ 

せて、 震えながら 頭 を 下げた。 と 思う と、 乱れた 髪 も 



どす 勢いで、 あふれて 来る 血のに おいと、 —— そうい 

つづら ま つか 

う 想像 は、 おのずから 太 郎の手 を、 葛 巻きの 太刀の 柄 

へ のばさせた。 

「うそじ や。 うそじ や。 おぬし は、 いつも わし を 殺 そ 

うと 思うて いる。 —— やい、 たれ か 助けて くれ。 人 殺 

しじ や。 親 殺し じ や。」 

is 熊の 爺 は、 相手の 心 を 見通した のか、 また ひとし 

きりはね 起きよう として、 すまいながら、 必死にな つ 

て、 わめき 立てた。 

あこぎ 

「おぬし は、 なんで 阿 濃 を、 あのような 目にあわせ た- 

さ あそのし さい を 言え。 言わねば …… 」 



あおむ 

老人 は、 汗に ぬれた はげ 頭 を 仰向けて、 上目に 太郎 

を 見上げながら、 口角に 泡 をた めて、 こう 叫んだ。 太 

郎は、 はっと 思った。 殺すなら、 今 だとい う 気が、 心 

いっせん 

頭 を かすめて、 一 閃す る。 彼 は 思わず、 ひざに 力 を 入 

れ ながら、 太刀の 柄 を 握りし めて、 老人の 頸 の あたり 

を じっと見た。 わずかに 残った 胡麻塩の 毛が、 後頭部 

を 半ばお おった 下に、 二 筋の 腱が、 赤い 鳥肌の 皮膚の 

しわ を、 そこ だけ 目 だたない ように、 のばして いる。 

うなじ れんびん 

—— 太郎 は、 その 頸 を 見た 時に、 不思議な 憐憫 を 感じ 

.^c ノ」 こ。 

「人殺し。 親 殺し。 うそつき。 親 殺し。 親 殺し。」 



してお つたころ からの 昔な じみ じ や。 おばば が、 わし 

を どう 思うた か、 それ は 知らぬ。 が、 わし はおば ば を 

懸想して いた。」 

太郎 は、 こういう 場合、 この 酒飲みの、 狡猾な、 卑 

しい 老人の 口から、 こういう 昔語り を 聞こうと は 夢に 

も 思って いなかった。 いや、 むしろ、 この 老人に、 人 

並みの 感情が あるか どうか、 それさえ 疑わしい と、 思つ 

い のく ま おじ 

ていた。 懸想した 猪 熊の 爺と 懸想され た 猪 熊のば ばと、 

II 太郎 は、 おのずから 自分の 顔に、 一 脈の 微笑が 浮 

かんで 来る の を 感じた ので ある。 

おとこ 

「そのうちに、 わし はおば ばに 情人が ある 事 を 知った 



りの 妻 かよ。 次郎 殿の 妻で もない か。 されば、 弟の 妻 

をぬ すむ おぬし もや はり、 畜生 じ や。」 

太郎 は、 再び このお やじ を 殺さなかった 事 を 後悔し 

た。 が、 同時に また、 殺そうと いう 気の 起こる 事 を 恐 

れ もした。 そこで、 彼 は、 片目 を 火の ように ひらめか 

せながら、 黙って、 席 を 蹴って 去ろうと する する 

と、 その後ろ から、 猪 熊の 爺 はまた、 指 を ふり ふり、 

罵詈 を 浴びせ かけた。 

「おぬし は、 今の 話 を ほんとう だと 思う か。 あれ は、 

みんなう そじ や。 ばばが 昔な じみ じ やという の も、 う 

そなら、 沙金 がおば ばに K ている というの もう そじ や- 



「どこへ 行こう。」 

外へ 出て、 思わずこう 小首 を 傾けた 太郎 は、 ふと さつ 

しゃきん 

きまで は、 自分が 沙 金に 会う つもりで、 猪 熊へ 来たの 

に、 気がついた。 が、 どこへ 行ったら、 沙 金に 会える 

という、 当ても ない。 

らしよ-つもん 

「ままよ。 羅生門へ 行って、 日の 暮れる ので も 待と 

う。」 

彼の この 決心に は、 もちろん、 いくぶん 沙 金に 会え 

ると いう 望みが、 隠れて いる。 沙金 は、 日ごろから、 

よ おとこ しょうぞく 

強盗にはいる 夜に は、 好んで、 男装 束に 身 を やつし 

た。 その 装束 や 打ち物 は、 みな 羅生門の 楼 上に、 皮^^ 



こ-つじ 

へ 入れて しまって ある。 —— 彼 は、 心 をき めて、 小路 

を 南へ、 大 またに 歩き だした。 

みみと がわ 

それから、 三条を 西へ 折れて、 耳敏 川の 向こう岸 を、 

おおじ 

四条 まで 下って ゆく II ちょうど、 その 四条の 大路へ 

出た 時の 事で ある。 太郎 は、 一 町 を 隔てて、 この 大路 

リ ゆうほん じ ついじ 

を 北へ、 立 本 寺の 築 土の 下 を、 話しながら 通りかかる、 

二人の 男女の 姿 を 見た。 

すいかん きぬ 

朽ち葉色の 水 干とう す 紫の 衣と が、 影 を 二つ 重ねな 

がら、 はればれした 笑い声 を あとに 残して、 小路から 

つば くら 

小路へ 通りす ぎる。 めまぐるしい 燕 の 中に、 男の 

くろ ざ や た ち 

黒 鞘の 太刀が、 きらり と 日に 光った かと 思う と、 二人 



じょ-つとう みょう さんろ-つ 

常燈 明の 光 をた のむ 参籠の 人々 か、 さもな くば、 四 

条 五条の 橋の 下で、 短夜 を芥 火の 影に ぬすむ、 こじき 

法師の 群れであろう。 あるいは また、 夜な夜な、 往来 

す ざく もん ふるぎつね かわら 

の 人 を おびやかす 朱 雀 門の 古狐が、 瓦の 上、 草の 間 

に、 ともす ともなく ともす という、 鬼火の たぐいで あ 

るか もしれ ない。 が、 そのほか は、 北 は 千 本、 南の 

鳥 羽 街道の 境，. を 尽くして、 蚊 やりの 煙のに おいの する、 

夜色の 底に 埋もれながら、 河原よ もぎの 葉 を 動かす、 

微風 もまる で 知らない ように、 沈々 として ふけて いる。 

その 時、 王城の 北、 朱 雀 大路の はずれに ある、 

羅生門の ほとりに は、 時なら ない 弦 打ちの 音が、 さな 



こ-つもり 

がら 蝙蝠の 羽音の ように、 互いに 呼び つ 答えつ して、 

あるいは 一人、 あるいは 三人、 あるいは 五 人、 あるい 

は 八 人、 怪しげな いでたち をした ものの 姿が、 次第に 

どこから か、 つどって 来た。 おぼつかない 星明かりに 

透かして 見れば、 太刀 を はく もの、 矢 を 負う もの、 斧 

ほこ えもの 

を 執る もの、 戟を 持つ もの、 皆 それぞれ、 得物に 身 を 

はばき わろう ず 

固めて、 脛 布 藁沓の 装い も かいがいしく、 門の 前に 渡 

した 石橋へ、 むらむらと 集まって、 列 を 作る —— と、 

まっさきに は、 太郎 がいた。 それに つづいて、 さっき 

いのくま おじ ほこ 

の 争い も 忘れた ように、 猪 熊の 爺が、 物々 しく 鋅の先 

やみ いのくま 

を、 きらり と 暗に ひらめかせる。 続いて、 次郎、 猪 熊 



あこぎ 

のばば、 少し 離れて、 阿 濃 もい る。 それに かこまれて、 

しゃきん すいかん た ち やなぐ い 

沙金は 一 人、 黒い 水 干に 太刀 を はいて、 胡錄を 背に 

ゆん づぇ 

弓 杖 をつ きながら、 一 同 を 見渡して、 あでやかな 口 を 

開いた。 II 

「いい かい。 今夜の 仕事 は、 いつもより 手 ごわい 相手 

なんだ からね。 みな そのつ もりで、 いてお くれ。 さし 

ずめ 十五 六 人 は、 太郎 さんと いっしょに、 裏から、 あ 

と はわた しと いっしょに、 表から はいって もらおう。 

うまや みちの くで 

中で も 目 ぼし いのは、 裏の 廳 にいる 陸 奥 出の 馬 だが ね。 

これ は、 太郎 さん、 あなたに 頼んで おくわ。 よくって。」 

太郎 は、 黙って 星 を 見て いたが、 これ を 聞く と、 く 



ゆ たじよ-つまる 

「されば、 行こう。 ぬかるまい ぞ、 多襄 丸。」 

いのくま おじ ほこ 

猪 熊の 爺 は、 戟を たば さみながら、 隣に いる 仲間 を 

すおう ぞめ すいかん た ち 

ふり 返った。 蘇芳 染の水 干 を 着た 相手 は、 太刀の つば 

を 鳴らして、 「ふふん」 と 言った まま、 答えない。 その 

かわりに、 斧 を かついだ、 青 ひげの さわやかな 男が、 

横 あいから、 口を出した。 

「おぬし こそ、 また 影法師 なぞに おびえまい ぞ。」 

これと 共に、 二十 三人の 盗人 ども は、 ひとしく 忍び 

しゃきん 

笑い を もらしながら、 沙金を 中に、 雨雲の むらがる ご 

とく、 一団の 殺気 を こめて、 朱 雀 大路へ 押し出す と、 

どろみず 

みぞ を あふれた 泥水が、 くぼ 地く ぼ 地へ 引かれる よう 



ような 気落ち を 感じて、 月に 黒く 逃げて ゆく 相手の 後 

ろ 姿 を 見送った。 そうして それと 共に、 悪夢から さめ 

た 人の ような 心 もちで、 今 自分の いる 所が、 ほかなら 

ない 立 本 寺の 門前 だとい う 事に 気がついた。 —— 

これから 半 刻ば かり 以前の 事で ある。 藤 判官の 屋敷 

を、 表から 襲った 倫 盗 の 一 群 は、 中 門の 右左、 車 宿り 

の 内外から、 思い も かけず 射出した 矢に、 まず 肝 を 破 

まきのし ま ふともも 

られ た。 まっさきに 進んだ 真 木 島の 十郎 が、 太腿 を 

達 深く 射られて、 すべる ように どうと倒れる。 それ を 

始めと して、 またたく 間に 二三 人、 あるいは 顔 を 破り、 

あるいは & を 傷つけ て、 あわただしく 後ろ を 見せた。 



とばに、 一種の 苛責を 感じながら、 見ない ようにして 

沙 金の 顔 を 横から そっとの ぞいて 見た。 沙金 は、 この 

騒ぎのう ちに も 冷然と たたずみながら、 ことさら 月の 

光に そむきいて、 弓 杖 をつ いたま ま、 口角の 微笑 も か 

くさず、 じっと 矢の 飛び かう の を、 ながめて いる。 I 

I すると、 平 六が、 また いら 立た しい 声 を 上げて、 横 

あいから、 こう 叫んだ。 

「なぜ 十郎を 捨てて おくの じ や。 おぬした ち は 矢玉が 

恐ろし ゆうて、 仲間 を 見殺しに する 気 かよ。」 

太腿 を 縫われた 十郎 は、 立ちた くも 立てない ので あ 

ろう、 太刀 を 杖に して 居 ざりながら、 ちょうど 羽根 を 



口笛 を 吹いて ちょうだい。」 と 言った。 

次郎 は、 あらゆる 表情が、 凝り固まつ たような 顔 を 

しながら、 左手の 指 を 口へ 含んで、 鋭く 二 声、 口笛の 

音 を 飛ばせた。 これが、 仲間に だけ 知られて いる、 引 

き 揚げの 時の 合図で ある。 が、 盗人た ち は、 この 口笛 

を 聞いても、 踵 をめ ぐらす 様子がない。 (実は、 人と 

犬と にと りかこ まれて めぐらす だけの 余裕がなかった 

せいであろう。) 口笛の 音 は、 蒸し暑い 夜の 空気 を 破つ 

て、 むなしく 小路の 向こうに 消えた。 そうして その あ 

とに は、 人の 叫ぶ 声と、 犬の ほえる 声と、 それから 

太刀の 打ち合う 音と が、 はるかな 空の 星 を 動かして、 



進んだ 白 犬が 一 頭、 たか うすびよ うの 矢に 腹 を 縫われ 

て、 苦 鳴と 共に、 横に 倒れる。 見る 間に、 黒血が その 

fi , リぱ， ？ 

腹から、 斑々 として 砂に たれた。 が、 犬に 続いた 一 人 

の 男 は、 それに もお じず、 太刀 を ふりかざして、 横 あ 

いから 次郎に 切って かかる。 その 太刀が、 ほとんど 無 

意識に 受けと めた、 次郎の 太刀の 刃 を 打って、 鏘 然と 

した 響きと 共に、 またたく 間、 火花 を 散らした。 —— 

次郎は その 時、 月 あかりに、 汗に ぬれた 赤 ひげと 切り 

かば ざ くら ひたたれ 

裂かれた 樺 桜 の 直垂と を、 相手の 男に 認めた ので ある。 

じきげ リ ゆうほん じ 

彼 は 直下に、 立 本 寺の 門前 を、 ありあり と 目に 浮か 

ベた。 そうして、 それと 共に、 恐ろしい 疑惑が、 突然 



心に ひらめいた。 が、 ひらめい たと 思う うちに、 刻々 

迫って くる 生死の 危急が、 たちまち それ を かき 消して 

しまう。 そうして、 その あとに はまた、 太刀 音と 矢た 

けび とが、 天 をお おう 蝗 の 羽音の ように、 築，. 土に せか 

こ-つじ 

れた 小路の 中で、 とめど もな くわき 返った。 —— 次郎 

は、 こういう 勢いに 促されて、 いっか 二人の 侍と 三 頭 

の 犬と に 追われながら、 小路 を 南へ 少しずつ 切り立て 

られて 来たので ある。 

が、 相手の 一人 を 殺し、 一人 を 追い はらった あとで、 

犬 だけなら、 恐れる 事 もない と 思った の は、 結局 次郎 

の 空 だのみ にす ぎなかった。 犬 は 三 頭が 三 頭ながら、 



大きさ も 毛な み も 一 対な 茶 まだらの * 物で、 子牛 もこ 

れ にくらべれば、 大きい 事 はあって も、 小さい 事 はな 

い。 それが 皆、 口の まわり を 人間の 血に ぬらして、 前 

に 変わらず 彼の 足 もとへ、 左右から 襲い かかった。 一 

頭の 頤を 蹴返す と、 一頭が 肩先へ おどりかかる。 それ 

きば た ち 

と 同時に、 一頭の 牙が、 すんで に 太刀 を 持った 手 を、 

ともえ 

かもうと した。 とまた、 三 頭と も 巴の ように、 彼の 前 

後に 輪 を 描いて、 尾 を 空 ざまに 上げながら、 砂のに お 

い を かぐよう に、 頤を 前足へ すりつけて、 びょうび よ 

うと ほえ 立てる。 —— 相手 を 殺した のに、 気の ゆるん 

だ次郎 は、 前よりも いっそう、 この 狩 犬の 執拗い 働き 



打つ 太刀が、 一太 刀 ごとに 重くな つた。 今では 踏む 足 

さえ 危うくな つた。 そこへ、 切った 犬の 数よりも、 は 

すすき はら 

るかに 多い 野犬の 群れが、 あるいは 芒 原 の 向こうから、 

あるいは 築 土の こわれ をぬ けて、 続々 として、 つどつ 

て 来る。 II 

次郎 は、 絶望の 目 を あげて、 天上の 小さな 月 を 一瞥 

しゃきん 

しながら、 太刀 を 両手に かまえた まま、 兄の 事 ゃ沙金 

の 事 を、 一度に 石火の ごとく、 思い浮かべた。 兄 を 殺 

そうとした 自分が、 かえって 犬に 食われて 死ぬ。 これ 

より 至極な 天罰 はない。 —— そう 思う と、 彼の 目に は、 

おのずから 涙が 浮かんだ。 が、 犬 は その 間 も、 用捨 は 



ちょ-つ ちゃく おじ 

よくむ ごたら しく 打 擲 された。 猪 熊の 爺に は、 酔つ 

た 勢いで、 よく 無理難題 を 言い かけられた。 ふだん は 

しゃきん かん 

何かといた わって くれる 沙金 でさえ、 癇 にさ わると、 

彼女の 髪の毛 をつ かんで、 ずるずる 引きずり まわす 事 

が ある。 まして、 ほかの 盗人た ち は、 打つ にもた たく 

にも、 用捨 はない。 阿 濃 は、 そのたび にいつ もこの 

らしよ-つもん 

羅生門の 上へ 逃げて 来て は、 ひとりで しくしく泣いて 

いた。 もし 次郎が 来なかったら、 そうして 時々、 やさ 

しい ことば を かけて くれなかったら、 おそらく とうに 

この 門の 下へ 身 を 投げて、 死んで しまって いた 事で あ 

ろう。 



すす 

煤の ような ものが、 ひらひらと 月に ひるがえって、 

甍の 下から、 窓 の 外 をう す 青 い 空へ 上がった。 言う 

こ-つもり 

まで もな く 蝙蝠で ある。 阿 濃 は、 その 空へ 目をやって、 

まばらな 星に、 うっとりと ながめ 入った。 すると 

また ひとしき リ、 腹の 子が、 身動き をす る。 彼女 は 急 

に 耳 をす ますよう にして、 その 身動きに 気をつけた。 

彼女の 心が、 人間の 苦しみ をの がれよう として、 もが 

くように、 腹の 子 はまた、 人間の 苦しみ を 嘗めに 来よ 

うとして、 もがいて いる。 が、 阿 濃 は、 そんな 事は考 

えない。 ただ、 母になる という 喜び だけが、 そうして、 

また、 自分 も 母に なれる という 喜び だけが、 この 



の 苦しみに 色づ けられた、 うつくしく、 いたましい 夢 

である。 (涙 を 知らない ものの 見る 事が できる 夢で は 

ない。) そこで は、 いっさいの 悪が、 眼底 を 払って、 消 

えてし まう。 が、 人間の 悲しみ だけ は、 —— 空 をみ た 

している 月の 光の ように、 大きな 人間の 悲しみ だけ は、 

やはり さびしく おごそかに 残って いる。 …… 

なよ や、 末の 松 山 

波 も 越えな む や 

波 も 越えな む 

歌の 声 は、 ともし 火の 光の ように、 次第に 細りな が 

ら 消えて いった。 そうして、 それと 共に、 力の ない 



しんぎん やみ 

呻吟の 声が、 暗 を 誘う ごとく、 かすかに もれ 始めた。 

あこぎ とう-つう- 

阿 濃 は、 歌の 半ばで、 突然 下腹に、 鋭い 疼痛 を 感じ 出 

したので ある。 



相手の 用意に 裏 を かかれた 盗人の 群れ は、 裏門 を 



襲った 一隊 も、 防ぎ 矢に 射しら まされた の を 始めと し 

て、 中 門 を 打って出た 侍た ちに、 やはり 手痛い 逆 撃ち 

を くらわせられた。 たかが 青 侍の 腕 だてと 思い 侮って 



いた 先手の 何人 かも、 算を 乱しながら、 背 を 見せる I 

おくびょう いのくま おじ 

I 中で も、 臆病な 猪 熊の 爺 は、 たれよりも 先に 逃げ か 

かった が、 どうした 拍子 か、 方角 を 誤って、 太刀 をぬ 

きつれ た 侍 たちのた だ 中へ、 はいる ともなく、 はいつ 

さかぶ と ほこ 

てし まった。 酒 肥りした 体格と 言い、 物々 しく 鋅を 

ひつ さげた 様子と 言い、 ひとかど 手な みのす ぐれた も 

のと、 思われで もした のであろう。 侍た ち は、 彼 を 見 

ると、 互いに 目く ばせ を かわしながら、 二人 三人、 

き つ さき 

鋒 を そろえた まま、 じりじり 前後から、 つめよせ て 

来た。 

「はやるまい ぞ。 わし はこの 殿の 家人 じ や。」 



いのくま おじ 

猪 熊の 爺 は、 苦し まぎれに あわただし くこう 叫んだ。 

あほ-つ 

「うそをつけ。 —— おのれに たばかれる ような 阿呆と 

思う か。 II 往生ぎ わの 悪い おやじ じ や。」 

侍た ち は、 口々 にの のしりながら、 早く も 太刀 を 打 

ちかけ ようとす る。 もうこう なって は、 逃げよう とし 

て も 逃げられない。 猪 熊の 爺の 顔 は、 とうとう 死人の 

ような 色に なった。 

「何が うそじ や。 何が うそじ やよ。」 

彼 は、 目 を 大きく して、 あたり をし きりに 見回しな 

がら、 逃げ場 はない かと 気 を あせった。 額に は、 つめ 

たい 汗が わいて 来る。 手 も ふるえが 止まらない。 が、 



くつき よ-つ 

だ。 中で も屈竟 な、 赤 あざの ある 侍が 一 人、 衆に 先ん 

じて かたわらから、 無 一 一 無 三に 切って かかった ので あ 

る。 が、 もとより 年 をと つた 彼が、 この 侍の 相手に な 

る わけはない。 まだ 十 合 と^を 合わせな いうちに、 

ほこさき 

見る見る、 鉢 先が しどろ にな つ て、 次第に あと へ 下が つ 

て ゆく。 それが やがて 小路の まん 中まで、 切り立てら 

れて 来た かと 思う と、 相手 は、 大きな 声 を 出して、 彼 

が 持って いた 鋅の柄 を、 みごとに 半ばから、 切り 折つ 

た。 と、 また 一太 刀、 今度 は、 右の 肩先から 胸へ かけ 

けさ いのくま おじ しりい 

て、 裝裟 がけに 浴びせ かける。 猪 熊の 爺 は、 尻 居に 倒 

れて、 とび 出しそう に 大きく 目 を 見 ひらいた が、 急に 



と 相手との 間 を 押しへ だてる と、 とっさに 小刀 を ひら 

めかして、 相手の 乳の 下へ 刺し通した。 そうして、 そ 

れ とともに、 相手の 横に 払った 太刀 を あびて、 恐ろし 

い 叫び声 を 出しながら、 焼け 火箸で も 踏んだ ように、 

勢いよ くと び 上がる と、 そのまま、 向こうの 顔へ しが 

みついて、 二人 いっしょに どうと倒れた。 

それから、 二人の 間に は、 ほとんど 人間と は 思われ 

ない、 猛烈な つかみ 合いが、 始まった。 打つ。 # む。 

髪 をむ しる。 しばらく は、 どちらが どちらと も わから 

なかった が、 やがて、 猿の ような ものが、 上になる と、 

再び 小刀が きらり と 光って、 組みし かれた 男の 顔 は、 



これ は、 もちろん、 彼に とって、 少しも 不快な 想像で 

はない。 いやむ しろ 彼の 中に ある ある 物 は、 その 事実 

である 事 を、 祈り さえした。 自分の 手 を 下さずに、 次 

郎を 殺す 事が できるなら、 それ は ひとり 彼の 良心 を 苦 

しめずに すむ ばかりで はない。 結果から 言えば、 沙金 

がその ために、 自分 を 憎む 恐れ も なくなって しまう。 

ひきよ-つ 

そう 思いながら も、 彼 は、 さすがに 自分の 卑怯 を 恥じ 

た。 そうして 口に くわえた 太刀 を、 右手に とって、 お 

もむ ろに 血 をぬ ぐつ た。 

そのぬ ぐった 太刀 を、 ちょうど 雜に おさめた 時で あ 

る。 おりから 辻 を 曲がった 彼 は、 行く手の 月の 中に、 



あって、 ひしと 兄の 胸 をいだ いていた。 

と、 たちまち 一頭、 血み どろの 口 をした 黒 犬が、 す 

さま じくうな りながら、 砂 を 巻いて 鞍壺へ 飛び あがつ 

きば 

た。 とがった 牙が、 危うく 次郎の ひざへ かかる。 その 

とたんに、 太郎 は、 足 を あげて、 したた か 栗毛の 腹 を 

蹴った。 馬 は、 一声い ななきながら、 早く も 尾 を宙に 

振る う。 II その 尾の 先 を かすめながら、 犬 は、 むな 

しく 次 郎の脛 布 を 食いち ぎって、 うずまく 獣の 波の 中 

へ、 まっさかさまに 落ちて 行った。 

が、 次郎 は、 それ をう つくしい 夢の ように、 うつと 

りした 目で ながめて いた。 彼の 目に は、 天 も 見えな け 



半時の のち、 人通りの ない 朱 雀の 大路 を、 二人 は静 

かに 馬 を 進めて 行った。 兄 も 黙って いれば、 弟 も 口 を 

きかない。 しんとした 夜 は、 ただ 馬蹄の 響きに こだま 

を かえして、 二人の 上の空に は 涼しい 天の川が かかつ 

ている。 

八 

羅生門の 夜 は、 まだ 明けない。 下から 見る と、 つめ 

たく 露 を 置いた 1 覺ゃ、 丹塗りの はげた 欄干に、 傾き か 

かった 月の 光が、 いざよいながら、 残って いる。 が、 



その 門の 下 は、 斜めに つき出した 高い 檐に、 月 も 風 も 

さえぎられて、 むし 暑い 暗がりが、 絶え まなく 藪 蚊に 

剌 されながら、 酸え たように よどんで いる。 藤 判官の 

ちゆ-つと-つ 

屋敷から、 引き揚げ てきた 偸盗 の 一 群 は、 その やみの 

たいまつ 

中に かすかな 松明の 火 をめ ぐりながら、 三々 五々、 あ 

るい は 立ち あるいは 伏し、 あるいは 丸 柱の 根が たにう 

ずく まって、 さっきから、 それぞれ けがの 手当てに 

いそがわ 

忙 しい。 

おもで いのくま おじ 

中で も、 いちばん 重手 を 負った の は、 猪 熊の 爺で あ 

しゃきん うちぎ 

る。 彼 は、 沙 金の 古い 桂 を 敷いた 上に、 あおむけに 横 

た わって、 半ば 目をつぶりながら、 時々 ものに おびえ 



「お 頭、 おじ じ はちと むずかしい ようじ や。 苦しめ 

せっしよ-つ 

る だけ、 殺生 じ やて。 わしが とどめ を 刺して やろう 

かと 思う がな。」 

沙金 は、 あでやかな 声で、 笑った。 

「冗談 じ やない よ。 どうせ 死ぬ ものなら、 自然に 死な 

してお やりな。」 

「なるほどな、 それ も そうじゃ。」 

いのくま おじ 

猪 熊の 爺 は、 この 問答 を 聞く と、 ある 予期と 恐怖と 

に 襲われて、 からだじゅうが 一 時に 凍る ような 心 もち 

がした。 そうして、 また 大きな 声で うなった。 平 六と 

おくびょう 

同じような 理由で、 敵に は 臆病な 彼 も、 今までに 何度、 



る。 —— 一 同 は、 理由の ない 不安に 襲われて、 しばら 

く はたれ も 口 をと ざして しまった。 その 間 をた だ、 凌 

霄 花のに おいの する 風が、 またしても かすかに、 通り 

ぬける と、 たちまち 楼 上で 平 六の、 何 か、 わめく 声が 

した。 そうして、 ほどなく 急いで 梯子 をお りて 来る 足 

やみ 

音が、 あわただしく、 重苦しい 暗 を かき 乱した。 —— 

ただ 事で はない。 

「どうじ や。 阿 濃め が、 子 を 産みお つたわ。」 

はしご るかず き 

平 六 は、 梯子 をお リ ると、 古 被 衣に くるんだ、 丸々 

とした もの を、 勢いよ くと もし 火の 下へ 出して 見せた- 

女の 臭いの する、 うす よごれた 布の 中には、 生まれた 



していない。 手 を 動かす。 足 を 動かす。 しまいに は、 

頭 を 後ろへ そらせて、 ひとしきり また、 けたたましく 

泣き 立てた。 と、 齒 のない 口の 中が 見える。 

「や あ 舌が ある。」 

とんき よ-つ 

前に 鼻歌 をうた つた 男が、 頓狂な 声で、 こう 言った。 

それに つれて、 一同が、 傷 も 忘れた ように、 どっと 笑 

う。 —— その 笑い声の あと を 追い かける ように、 この 

いのくま おじ 

時、 突然、 猪 熊の 爺が、 どこに それだけの 力が 残って 

いたかと 思うよう な 声で、 険しく 一同の 後ろから、 声 

を かけた。 

「その子 を 見せて くれ。 よ。 その子 を。 見せない か。 



じ よ ぅぜ つ 

じゅうの 筋肉 を柔ら げた。 しかも、 饒舌な 彼が、 そう 

なった まま、 口 をき かない。 一同 は、 「死」 がつ いに、 

この 老人 を 捕えた の を 知った。 しかし 彼の 微笑の 意味 

はたれ も 知っている ものがない。 

いのくま おじ 

猪 熊の 爺 は、 寝た まま、 おもむろに 手 をのべ て、 そつ 

と 赤ん坊の 指に 触れた。 と、 赤ん坊 は、 針に でも 刺さ 

れ たように、 たちまちいた いたしい 泣き声 を 上げる。 

平 六 は、 彼 をし かろうと して、 そうして また、 やめた- 

老人の 顔が —— 血の け を 失った、 この 酒 肥りの 老人の 

顔が、 その 時ば かり は、 平生と ちがった、 犯しが たい 

いかめし さに、 かがやいて いるよう な 気がした からで 



ある。 その 前に は、 沙金 でさえ、 あたかも 何物 か を 待 

ち 受ける ように、 息 を 凝らしながら、 養父の 顔 を、 I 

おとこ 

I そうして また 情人の 顔 を、 目 も はなさず 見つめて い 

る。 が、 彼 はま だ、 口 を 開かない。 ただ、 彼の 顔に は、 

秘密な 喜びが、 おりから 吹き だした 明け 近い 風の よう 

に、 静かに、 ここちよく、 あふれて 来る。 彼 は、 この 

時、 暗い 夜の 向こうに、 —— 人間の 目のと どかない、 

遠くの 空に、 さびしく、 冷ややかに 明けて ゆく、 不滅 

な、 黎明 を 見た ので ある。 

「この 子 は —— この 子 は、 わしの 子 じ や。」 

彼 は、 はっきりこう 言って、 それから、 もう 一度 赤 



平 六の 答え も、 日ごろに 似ず もの やさしい。 

いのくま おじ しがい 

そのうちに、 盗人が 二人 三人、 猪 熊の 爺の 死骸 を、 

門の 外へ 運び出した。 外 も、 まだ 暗い。 有 明の 月のう 

すい 光に、 蕭条 とした 藪が、 かすかに こずえ を そよ 

のうぜんかずら 

めかせて、 凌霄花 のにお いが、 いよいよ 濃く、 甘く 漂つ 

ている。 時々 かすかな 音の する の は、 竹の 葉 をす ベる 

露であろう。 

_ 生 歹事プ |_ 

「無常迅速。」 

「生き 顔より、 死に顔の ほうがよ いよう じ やな。」 

「どうやら、 前よりも 真人間ら しい 顔に なった。」 



また、 不思議な 事に は、 その 家の 婢女 をして いた 

あこぎ 

阿 濃と いう 女 は、 同じ 所に いながら、 薄手 一 つ 負わな 

かった。 この 女が、 検^^違使庁で、 調べられた ところ 

によると、 だいたい こんな 事が あったら しい。 だいた 

い と言うの は、 阿 濃が 天性 白痴に 近いと ころから、 そ 

れ 以上 要領 を 得る 事が、 むずかしかった からで ある。 



その 夜、 阿 濃 は、 夜 ふけて、 ふと 目 を さます と、 太 

郎次郎 という 兄弟の ものと、 沙金 とが、 何 か 声高に 争つ 

ている。 どうした のかと 思って いるう ちに、 次郎 が、 

いきなり 太刀 をぬ いて、 沙金を 切った。 沙金は 助け を 



ぶれて いた。 

「次郎 さんなら、 わたしす ぐに も 駆けて 行って、 会う 

の だけれ ど、 あの人 はこ わい から …… 」 

あこぎ 

阿 濃 は、 娘の ようなし なをして、 こう 言った。 が、 

それが ほんとうに 太郎 かどう か、 それ はたれ にも、 わ 

からない。 ただ、 その 男に も 弟が あって、 やはり 同じ 

主人に 仕える という 事 だけ、 そのの ちかす かに 風聞 さ 

れた。 

(大正 六 年 四月 一 一十 日) 
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